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は じめに

女性 の フ ァ ッシ ョンに対 す る関心 は非 常に強 く,マ ス コ ミは 日々情 報を 提供 し,そ れ に

反応す る女 性達 の動 向や志 向性 につ いて もまた,多 くの記事 が情 報 として 掲載 され てい る。

この よ うに,女 性 の関心事 の筆 頭 に挙 げ られ る フ ァ ッシ ョソに み られ る志 向性 と 日常生 活

の側面 に あ らわ れ る社会心 理 的尺度 に おけ る志 向性 との関連 性 を探求 しよ うと試 み た。

本稿 は女 子短期 大 学学生 を対 象 に行 った意識調 査 にお け る調査 研 究であ る。原 質問項 目

(以 下 原項 目とい う)は 社 会心理 的側 面 の尺度 を求 め るための設 問項 目 とカ ラーチ ャー ト

に よる色彩 嗜好調 査 に関す る設 問項 目に大 別 され る。それ らの 原項 目に もとつ いて算 出 さ

れ る二 次分 析 要因 に よ り,

1。 社会 心理 的 な9つ の尺度 と色彩 嗜好,流 行意識 等 との間 に関連 性は あ るか 。

2.色 彩 嗜好調 査 を通 し,色 彩嗜好 と具 体 的な服飾 や伝統 的 な和 服(着 物)の 嗜好 との

間に 関連 はあ るか。

を探 求す るのが 目的で あ る。

さ らに,解 析 法 につ いてい えば,分 割 表解析 に おいて は赤池 情報量 規準(AIC)を 用 い

*本 稿のための種々の計算は京都大学大型計算機センターのFACOMM-382シ ステムを利用 して

行われた。AICに よる統計解析には統計数理研究所で開発 されたCATDAP(aCategoricalData

AnalysisProgramPackage)〔1},種 々の統計解析にはSAS(SuperApplicationSystem)(2)を 使用 した。
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て最適な分割表モデルの選択を試みた。従来の,デ ータを単に数値 として扱 うカイ2乗 検

定法などの記述統計学の統計量か ら視点をかえて,分 割表を有効お よび無効 モデルの比較

として とらえ るAIC統 計量に より分析を試みた。

以下 セクション1で は調査の概要 と目的について述べ,セ クショソ2で はAICと カイ

2乗 検定法の比較について概説する。セ クショソ3で は原項 目におけ るAIC分 析 と結果

と考察が述べ られ,セ クシ ョン4の 各小 セクシ ョソでは色彩嗜好度 との社会心理尺度の関

連性について検討す る。最後の結語においては,今 後残された問題点 と課題について議論

す る。

1.調 査 の概 要 と目的

1・1調 査 の対 象者

短期 大学 服飾学 科学 生 。女子513名(有 効数)。

1・2調 査 時期

1985年5月16日 ～22日

1・3調 査 の方 法

社会 心理 的側 面 につ いては配 票調 査法 を用 い,色 彩嗜 好 につ いては カ ラーチ ャー トお よ
　

び種 々の配色を提示 しなが ら質問紙調査を行 った。 この ようにして作成 した137項 目の設
く　

問の うち以下(表1)に 示す86項 目を解析の対象とした。心理調査については対象 とした

当該設問項 目か ら比較的独立 していると考え られる9つ の 社会心理的要因を 取 り上げて

社会心理的尺度変数 として 構成 した。9つ の社会心理的要因尺度は 次の ように 規定 した

(本研究集録所収 のrColorHarmonyに 関する研究(第 一報)～ 社会心理学的 アプロー

チ～」参照)。

〔1〕 性度尺度:男 性的または女性的の程度。表1のNQ4か らNQ18の15項 目が該当す

る○

〔2〕 情報志向性尺度:各 分野の各種情報に対す る欲求や関心の程度を しめす尺度で表1

のNQ19か らNQ26の8項 目が該当する。

〔3〕 自己顕示欲尺度:自 己の優越性を強調 し,他 人の注 目を集め ようとす る程度を しめ

す。表1のNQ27か らNQ36の10項 目が該当する。

〔4〕 ナイーブ尺度:素 朴 さ,素 直 さ,お お らか さを示す尺度で表1のNQ37か らNQ46

の10項 目が該当す る。

〔5〕 社交性尺度:他 人 とのつきあいの上手 さの程度,社 会的向性を示す尺度で表1のN

Q47か らNQ56の10項 目が該当す る。
く　エ

16〕 敏感性尺度:外 界の情報 に対する感受性の強弱を示す尺度で表1のNQ57か らNQ
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表1ア イ テ ム 変 数 一 覧 表

意
名
　轟変

く 味 一
分

リゴテカ

区
的
分

理
区

色会
度

社
尺

変 数 名
(略号) 意 味

一i

1感 情を傷つけ られ る

1仕 事ができない

1人 の行ないが気になる

1不 安娠 持

1仕 事のじゃまになる隔

恥 配することが多し、
　

【気むつか しい
「

小さいことにこだわ る

神経質

話をしに くい

場所が変わった時

恥ずかしが り屋

聞き手になる

静かで落ち着いた

指導や指図

笑わせる

ひ とりで遊ぶ

i人 の世話をよ くみ る

1他 人のことは干渉 しない1

健康 なほ う

物事によ く気がつ く

話 しかけてもぼんや り

体力があるほ う

ぶつかった り

気持に敏感

中学生の頃の成績

友達が何か変わったもの

レス トランなど

同じものをいつ も使 ってい る

1社 会醒 的
尺 度 区 分

NQl

NQ2

NQ3

NQ4

NQ5

NQ6

NQ7

NQ8

NQ9

NQ10

NQll

NQ12

NQ13

NQ14

NQ15

NQ16

NQ17

NQ18

NQ19

NQ20

NQ21

NQ22

NQ23

NQ24

NQ25

NQ26

通学区分

世帯主の職業

}家 徽

1

服装について

うそについて

ののしられている事について

強盗について

毛虫について

岸に立った とき

きたないつめについて

よごれた衣服 について

車のきしむ音について

猫について

クモの巣について

生徒が先生について

歩道につばをは く

公園の花をむ しる

カソニングについて

}
知ろうとす る人

知 りたがらない人

指導者や専門家

尊敬できる人の意見

服装,髪 型,流 行

政治問題 社会問題

旅行,レ ジヤー

日用品の買物

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

△

△

△

△

△

△

△

1。自宅 通 学

2.下 宿

注)

1.3人 以 下

2.4人

3.5人 以 上

ア

イ

ア

ウ

ウ

ウ

エ

エ

エ

ォ

オ

オ

カ

カ

カ

キ

ク

ケ

ケ

コ

コ

コ

コ

NQ38

NQ39

NQ40

NQ41

NQ42

NQ43

NQ44

NQ45

NQ46

NQ47

NQ48

NQ49

NQ50

NQ51

NQ52

NQ53

NQ54

NQ55

NQ56

NQ57

NQ58

NQ59

NQ60

NQ61

NQ62

NQ63

NQ64

NQ65

NQ66

O

●

●

●

●

●

●

●

●

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

圏

國

国

囲

■

囮

閣

◎

◎

◎

カ テ ゴ リー

区 分

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

シ

ス

セ

ソ

セ

タ

チ

ツ

テ

ト

費
卦
申
臨
濫
汁
緑

・
汁
唱
晋
慕
騨
殴
へ
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NQ27

NQ28

NQ29

NQ30

NQ31

NQ32

NQ33

NQ34

NQ35

NQ36

NQ37

珍 しい ものや 目新 しい もの

一度欲 しくなった とき

自分が中心にな りたい

負けずぎ らい

持ち物を人に見せたい

言い訳が多い

他人のせい

人に目立つ ことをや りたい

大げ さに言いたがる

オーバーな表現

うるさい と思 う

口

口

日

口

口

口

口

口

口

口

㊤

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

サ

注)1.

2.

3.

4.

5,

6.

7.

農林漁業

自営の商工業

会社,官 庁の勤め人

会社,官 庁の管理職

専門自由業

無職

いない

凡 例 社会心理 的尺度 区分

○ 性度 尺度該 当変数

△ 情 報尺度該 当変数

□ 自己顕示欲尺度該 当変数

⑧ ナ イーブ尺度該 当変 数

△ 社 交性尺度該 当変数

團 セ ンシティ ビィテイ尺度 該当変数

◎ 好 奇心尺度該 当変数

圖 流 行意識尺度該 当変数

カテ ゴ リー区分

ア1.非 常にお こる2.少 しお こる3.お こらない

イL非 常に腹が立つ2.少 し腹 がたつ3.何 とも思わない

ウ1.非 常に こわい2.少 しこわい3.こ わ くない

エ1.非 常にいやだ2.少 しいやだ3.い やで ない

オ1.非 常にかわい そ うだ2,少 しかわいそ う3.か わいそ うでない

カ1,非 常に悪い2.少 し悪 い3悪 くない

キA.い ろい ろな物事 につ いて 論理的に こまかい点 まです ぐ気 がつ くほ うだ。

NQ67

NQ68

NQ69

NQ50

NQ71

NQ72

NQ73

NQ74

NQ75

NQ76

NQ77

仕事など

人がばかばかしい

趣味や レジヤー

流行について

洋服 を買 う場合

抵抗な く買 う

流行は世の中を明るくす る

}
好きな

柄 と模様

着てみたいふり袖

ふ り袖を選んだ理由

◎

◎

◎

圓

回

回

圖

ナ

ヌ

ネ

ネ

ネ

・不

ll本 文(P"289

旨 ～293)参 照
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キ
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B.こ まかい違 いな ど気に しな いで大 局的に判断す る方 が得意だ。

A.少 しの違 いで も発見 してそ の違 いを考えなが ら行動す るほ うだ。

B.大 局 的に観察 して 日頃 のや り方 で事を処理 してい くほ うだ。

1.賛 成2.反 対

1.よ くある2.時 々あ る3.あ ま りない

1.は い2.い い え3.ど ちら ともいえない又はわ か らない

1.は い2,や や健康なほ う3.い い え

1.は い2.や や気がっ くほ う3.い い え

1.は い2.時 々あ る3.い いえ

1.は い2.や やあ るほ う3.い い え

1.は い2.や や敏感3.い いえ

1.セまし、2.や や よし、〃まう3.し 、し、え

A.す ぐ欲 し くな るほ うだ。

B.変 わった もの を持 っていて もあ ま り気に な らない。

A.今 まで食べた こ とのな かった ものを注文す るのが楽 しみで あ る。

B.い つ もな じみ の ものを食べ るほ うが安心 で よい。

A.飽 ぎて しま うほ うだ。

B.古 い ものに愛着が でてなかなか取 り換 え られない。

A.い つ も目先 の変わ った新 しい仕事 を していたい。

B,い つ もの仕事を同 じよ うにや ってい られ れぽ安心であ る。

A.わ りとせん さ くす るのが好 きなほ うだ。

B.全 然 と りあわ ないほ うだ。

A.何 にで もす ぐ手 を出す が長続 きしな い。

B.新 しい ものには手 を出さず 以前か らや ってい るものに専念 す る。

1.は い2.少 しそ う思 う3.い い え
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63の7項 目が該当す る。

〔7〕 好奇心尺度:飽 きっぽ さ,新 しいもの好き,好 奇心の程度を示す尺度で表1のNQ

64か らNQ69の6項 目が該当す る。

〔8〕 流行意識尺度:具 体 的な流行に対する意識の強弱を示す尺度で表1のNQ70か らN

Q73の4項 目が該 当す る。

〔9〕 洗練性尺度:あ かぬけ した,し ゃれた味わい,知 的洗練 さの程度を示す尺度で空想

的選択がな された志望職業を調査 し,そ こにあ らわれた職業の従事者に関する人物 イメー

ジを,被 験者各個人の もつ理想的自己像のひとつ としてとらえた。そ してその志望職業の

なかに,ソ フィステ ィケー トな(知 的洗練度が高い)イ メージが もたれやす い職業がどの
{5)

程度含まれるかに よって,各 被験者の知的洗練度の レベルを把握 しよ うとした。

これ らの社会心理的尺度は質問紙調査を行 った各質問項 目(NQ4～NQ73)の 素点を

変換 した うえ,そ れぞれの社会心理的尺度ごとに総合点を算出し,得 点範囲を上位得点群

と下位得点群の2つ の カテゴリーに分けて処理 の対象 とした*。

色彩嗜好調査については次の ような種類の調査を実施 した。

〔1〕 単色調査:被 験者に75種 類のカラーチ ャー トを提示 して最 も好 きな配色を選択 させ

た○

〔2〕 配色調査:被 験者に75種 類の ブルー配色お よびオ リーブ配色を カラーチ ャー トに よ

り提示 してそれぞれ最 も好 きな配色を選択 させた。

表2カ ラー区分表と トーン区分表

カラー区分表 トーン区分表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

pink

blue

white

9「een

yell6W

black

bluegreen

O「ange

red

violet

redpurple

purple

ye110wgreen

9「ay

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Iight

pale

vivid

white

black

deep

dark

dul1

9「ay

lightgrayish

*〔9〕 洗練性尺度については2カ テゴ リーに分けた結果 のみを用い,対 象の職業志望についての質問

紙調査の原項 目については除外 した。
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〔3〕 三色配色調査:被 験者に16種 類の三色配色の カラーチ ャー トを提示 して最 も好 きな

三色配色を選択 させた。

〔4〕 二色配色調査:被 験者に26種 類(和 服の場合は24種 類)の 二色配色のカラーチ ャー

トを提示 して最 も好 きな二色配色を選択 させた。二色配色調査の場合は 日常的に着用す る

具体的な服装を とり上げて選択 させた。つ ま り,1)Tシ ャツとGパ ン,2)セ ーターとスカ

ー ト,3)和 服の地色 と柄である。

〔5〕"着 てみたい被服"の 二色配色調査:〔4〕 の好きな二色配色に対 して実際に"着 て

みたい"と 希望す る被服の組合せについて 〔4〕 の3種 類についてそれぞれ最 も 黙着てみ

たい"配 色を選択 させた。

〔6〕 色相 ・トーン別調査:〔1〕 の単色配色調査で選択 された嗜好色を色相別に14種 類 ト

ーン別に10種 類にそれぞれ分類 した(表2)
。

当該色彩嗜好調査の うち本稿では〔6〕を取 り上げて分析の対象 とした。

2.AICに よる最適な分割表モデルの選択 とカイ自乗検定法 との比較

社会心理学 ・被服学お よび諸研究分野では しば しば意識調査やパネル調査を実施 し,対

象者である被験者群の意識動向を把握す るために各種の統計的方法を採用 して解析す るこ

とが よく行なわれ る。いま表3の よ うに2つ 以上の特性(ア イテム変数)に ついて,い く

表3分 割表(ク ロス表)

＼＼

＼ アイテ帯
アイテム変数 ＼＼

(j)＼

家

族

数

1.3人 以 下

2.4人

3.5人 以 上

列 計

通 学 区 分

1.自 宅

46

208

209

463

2.下 宿

8

10

32

50

行 計

54

218

241

513

つかの カテゴ リー(ク ラス)に 分類 し,観 測度数を求めた分割表(ク ロス表)に よって両

特性間の 「関連性」を探 ることが多い。 フィッシャーに よる独立性のカイ2乗(Z2)検 定

法はこのよ うな当該特性問に 「関連性があるか」,も しくは 「関連性がないか」 とい う客

観的な判断を下すための統計量 として広 く用 いられて来た。 しか しなが らカイ2乗 検定法

では,
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〔6)
〔1〕 サ ソプル数が増大すれぽ カイ2乗 値が大 きな値を とる傾向にあ り,特 性変数の次数

や カテ ゴリー数の増加は どの ような尺度を用 いても 「関連度」の増大をもた らす不合理を

招 く場合があ る。また特性間が"独 立である(関 連がない)"と す る帰無仮説を棄却 す る

ための判断 として経験的に採用 され る有意差の判定基準(た とえぽ1%と か5%)は それ

自体 きわめて恣意的であること。

〔2〕 われわれの実施 したアンケー ト調査に即 していえぽ質問項 目が100項 目に も及び,

これ らの100項 目の質問項 目では,あ る着 目す る特性変数1つ について100次 元の分割表

の作成が必要 となる。さらに各特性変数相互間の交互作用効果を探ろ うとす ると独立性の

カイ2乗 検定法では不可能になる場合があること。

〔3〕 最 も重要なことは,あ る着 目する変数を基準 とした2つ 以上の分割表を比較す ると

い う問題は独立性の カイ2乗 検定では不可能であるとい う点である。〔1〕に関 して付言す

れぽ当該デ ータをあつか う専門的 ・経験的知見を慎重かつ細心に導入 しない限 り見かけ上

のカイ2乗 値に より 「有意差あ り」の判断で誤った判断を下す ことに もな りかねないとい

う重要な問題がある。

上述 した諸問題を解決す る統計的方法 として赤池情報量規準AIC(Akaike'sInforma-
(6}

tionCriterion)が 提案 され た。

AICは 次式 で定義 され る。

AIC;(-2)10geM十2K (1)

M:与 え られた デ ータに よるそ の モデル の最 大尤 度(尤 度 関数)

K:モ デルの なかで 自由に変化 させ るこ とので きるパ ラメ ータ数

このAICの 値 が低 いほ ど良 いモデル で あ る と評 価 され る。通 常,最 大尤 度が 大 きいほ ど,

モデルは 良い とされ るがAICは パ ラメ ータ数 の項 を含む ため,パ ラメータ数 の少 な い モ

デル を よ りよい もの とす る とい う原理 が,評 価 の中 に加わ って い る。二 つ 以上 の モデル の

中 か らAIC最 小 のモデル を もつ モデルをMAICE(MinimumAICEstimate)と 呼 ぶ。
(7)

赤 池 に よれ ぽ カイ2乗 検定 法はAICの 立場 か ら見 る と"ふ たつ の モデルの比 較"と い

わ れ る。例 えぽ ゼ,ブ変数 の カテ ゴ リー数 が それぞれ 刀1,刀 ・か らなる分 割 表間 の変数"関

連 し合 って い る"と す るモデル(有 効 モデル)と,AICの 立場 か らみて"関 連 が ない"

つ ま り独 立 であ る とす るモデル(無 効 モ デル)は ② お よび(3)式 で表 わ され,そ の制約 式 は

(4)式お よび(5)式 で与 え られ る。

れユれ　
AICF(-2)Σ Σ η(ゴ,ブ)log2{η(∫,ブ)/N}十2q(2)

②嘉1ゴ=1

れエ れ　

AIC。=(-2)Σ Σ ηα,ノ)lo92{N(か)N(・ ノ)/N2}十2q(3)
δ=1ゴ=1

　ユ れ　

Σ Σ ρ(z・フ)=1(4)
乞=1ブ=1

一280一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

れ　

Σ メ)(z,°)=1
δ;1

社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造
7乙2

Σ 」ρ(・,ブ)=1

」=1

(5)

ただ し η(ゼ,ブ)は(∫,ブ)な る組合 せ が観測 され た頻 度,ρ(ゼ,ブ)は その組 合せ が発 生す る

確 率で あ り,N=Σ Ση(ゴ,のは サ ソプル の総数 を あ らわす 。またqは 自由に動 か し うるパ
ご ゴ

ラメータ(ρ(ゼ,ノ'))個 数 であ り,N(か)=Σ ηα,ブ)とN(・ ブ)=Σ ηG,ブ)は それ ぞれ分割
ゴ ぽ

表 の列計,行 計 を表わす 。 この よ うに して,(4)(5)の 制 約式 の もとで有 効 モデル(AIC1)と

無 効 モデル(AIC。)を 計算 し,そ のAIC値 の小 さい方 の モデルを 良い モデ ル と して採用

す るので あ る。つ ま りAICrAIC。 〈0で あれ ば,分 割表 の特 性変数 間 に"関 連 あ り"と

す る有 効 モデル と して採 用 され る。つ ま り各 分割 表 に対 応 す る モデルの尤 度 の比較 に よっ

て確 率分 布の推 定 をめ ざ してい る。 い まAICI(有 効 モ デル)とAIC。(無 効 モデル)を カ

イ 自乗統 計量

z2=Σ{痴,ブ)一 痴)η(ブ)/η}2/{痴)η(ブ)/η}
ム ゴ

とす る と漸近 的 につ ぎの関 係が成 り立 つ

AIC=AIC1-AICo

霊 一(Z2-2×4・ ノ)

こ こに4ゾ は 自由度

この よ うなAICの 統計 モデル の比 較 の方法 を実 現す るた めのFORTRANラ イブ ラ リ

{7)～ α0>
一がCATDAP(aCategoricalDataAnalysisProgramPackage)で あ る

。CATDAP

は 目的 変数 が カテ ゴ リカルで さえあれ ば如 何 な るデ ータに対 して も一説 明変数 の数,種 類

等 の如 何を 問わず 一適用 で き,連 続変 量,カ テ ゴ リカル変 量 の混合 型 につ い て も適 用で き

る。本 稿 におけ るAIC統 計 量解 析 にはCATDAPを 利用 して 行 なわ れ た。

3。AICに よ る原項 目の分 析結 果 と考 察

本セ クシ ョソでは原項 目(表1参 照)の 中か ら特 に着 目す る5変 数を選び分析 した結果

と考察について以下の小セ クシ ョソで述べる。着 目す る変数は 目的変数 とも呼ばれるが,

ここでは原項 目のなかで とくに関心のあるとい う意味で着 目変数 と呼ぶ ことにす る。着 目

変数に対 して他の原項 目を説明変数(予 測変数)と 呼ぶことにす る。本セ クシ ョンでは着

目変数以外のすべてを説明変数 として計算処理を行 った。以下特に断わ らない限 り変数は

表1に 掲げた略号で示す。

3・1自 宅通学者 と下宿通学者(NQ1)

項 目NQ1 1.自 宅 通学2.下 宿通 学

着 目変数NQ1に 対 して76説 明変数の どの項 目が より多 くの情報,つ ま り良いモデルで
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あるかをAIC値 の小 さい順に並べた も表
4

(説 明 変 数)カ テゴリー数AICfill AICの 差

き

乏

邑

乙

、1

養

ll

鴛

琵

ll

;}

ll

;1

;l

ll

ll

妻

斐

ll

認

ll

ll

ll

冤

鋸

量

1茸

;l

ll

ll

ll

ll

ll

l;

莞

;1

;1

;1

1;

ll。

lll

l:l

l餐

1;l

l;l

ll;

lll

l;l

lll

ll;

1鴛

1;l

l器

ll;

畿1

、器ll

ll6

111

112

118

111
むきら

謙

ll;
む　

1;l

l認

1艶

ll;

腿

$認

lll

ll;

器1竃

膿

譜

自11

7

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

3

3

6

3

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

3

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

:;;1

勇:l

ll:l

l;:能
りらヨ

1;:1;

ll:量§

勇:ll

;1:ll

llのきら

:llll

;1:31
11乙

;1ξ

;1量

餐皇
ヨら

ll:1;

劣:1;
　ら

:1;1;

:弦 　　

鍔:盆

ll`三1
コ　

雛:;

ll:l

ll:;

ll:1
　ら

ll:1

:;ll

ll:1

:1 酪

ll-1

8 、1

;1£

篇ま

ll窒

認養

鴛呈

量1;

1、、l

ll重

まll

碁8
ウむ

£ll

言ll

さ1;

81;

呈き　

llき

ll呈

呈ll

llき

ll9

呈ll

ζ;;

llき

ll呈

ll8

呈1;

餐き
118

11
ニヨ

ll

ll

llき

;18

119

11き

llg

ll8

119

;19

。1

、l

ll

き、圭
330

のが表4で ある。"最 も良いモデル"つ

ま り最 もNQ1に 対 して関連性の強い

説明変数はNQ2(世 帯主の職業)で あ

り,続 いてNQ8(毛 虫が服に入った

とき),NQ6(友 人が のの しられた

とき),NQ10(き たないつめをみて)

…NQ73と 続いている。AIC値 が一

(マ イナス)値 を取 っている変数 までが

AICの 立場か ら見て関連性がある変数

である。76変 数 中NQ16か らNQ3の

15変 数が独立 と判断され る説明変数群

である。分割表間の比較は表の右端を

見る。た とえば 「NQ1×NQ2」 と「N

Q1×NQ8」 のAIC値 の差は16.01

であ る。 文献9に よれぽAIC値 の差

が1～2程 度 以 上 あれば"モ デルの

差"が あるといわれるか らこの2つ の

分割表間には差があ ると判定 され る。

この よ うに して見ると表4は76組 の分

割表間の比較が可能 となる。従来の カ

イ2乗 検定法などを用いた記述統計学

的方法では不可能であった,よ り実用

的で実際的な解析法がAICに よる方

法で実現 したわけである。表5に 「N

Q1×NQ2」 の分割表を示 した。 こ

れに よれぽ全体の64%の 者が 自宅通学

者であ り,世 帯主の職業では カテゴリ
*

一#2#の 「自営 業」,#3#の 「会社

員 ・官公 庁 」,「世 帯主が い ない(離 別

・死 亡)」 が3位 に続 く。 また,「 世 帯

主が いな い」人 の77%が 下宿 を してい

*以 下
,第nカ テ ゴ リー の表 現 を キn#と

記 述 す る。
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表5

(製Q2

{闘Q1

LA

1

2

3

4

5

6

7

TOT

)

12

}

37i754

9460154

8627113

41748

14923

37643

186078

3271865i3

12

(吋Q1

LA

1

2

3

4

5

6

7

T

2

0

Q

T

N

68

61

76

85

60

86

23

63

1

1

⊃

33ユ

039

123

414

939

014

176

736

2

2

5100

0100

9100

6100

1100

0100

9100

3100

TOTAL

054

0154

0113

048

023

043

078

0513

TOTAL

表6

(説明変数) カテゴリー数AIC値. AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ユ2

13

ユ4

15

i6

17

18

19

20

輔Q2

阿Q2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

陛Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

NQ6

NQ41

NQ43

NQ8

NQio

岡Q77

掴Q4

NQ14

村Q64

村Q33

NQ工3

NQ71

NQ15

NQ6i

NQ44

NQ22

NQ66

NQ42

NQ54

NQ73

21

2ユ

2工

2工

21

28

21

2ユ

14

21

21

21

21

2ユ

21

14

14

2i

21

2i

一1ユ6

-97

-go

-88

-86

-86

-84

-82

-82

-82

-79

-78

-78

-77

-77

-77

-76

-75

-75

-75

35

92

82

63

31

31

77

77

39

39

28

89

02

94

63

57

59

95

49

29

0

18

7

2

2

0

二

2

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

43

ユ1

19

32

00

55

00

38

01

10

40

87

08

32

06

98

64

46

19

以下省略

る ことな どが 読み とれ る。CATDAPは さ らに 着 目変数 に 対 して2説 明変 数 の 組 合 せ

にお け る最 適 モデル,さ らに3説 明変数 とい うよ うに複数 の説 明変数 を組合 せ た 場 合 の

AICを 算 出す る。 表6に2説 明変数 の組 合せ に おけ る最適 モデル の表を しめす 。 これ に

よれ ばrNQ2×NQ6」 の組 合せ がAIC値 一116.35で 最 も関 連 度 が 大 き く 「NQ

2×NQ41」,rNQ2×NQ43」 の組合 せが続 く。 こ こで興 味深 い のは,1説 明変数 では

"独 立"と 判定 され たNQ16やNQ20の 変 数 が
,NQ2と 組合 わ され る と それ ぞれ

AIC値 は 一64.78,-59.78と な りNQ1に 対 して有 意 な説 明変数 グル ープに入 って くる
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ことである。表7に 当該説 明変数のもとでの最適な分割表のAIC表,表8に 最適組合せ

の分割表を しめす。上段が頻度表,下 段が百分率で示 した表である。 これによると最 も頻

度が多い組合せは 「世帯主が 自営業で,友 人がののしられて もお こらない」 と回答 した者

が91名 であ り,次 いで 「世帯主がいな くて友人がのの しられてもおこらない」49名 であ り

「自営業 ×おこる」,「会社員 ・官公庁 ×おこる」がそれぞれ48名,46名 であること,そ の

中には下宿者が極端に少ない(そ れぞれ5名,9名)こ とな どが読み とれ る。

表7

(説明変数) カテゴリー数AICイ 直 AICの 差

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

go

曾1

92

93

94

95

96

97

98

99

ioO

需Q2

Q2

Q2

Q2

Q2

Q2

Q2

聴Q2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

N

純

N

N

麗

N

N

岡

N

N

Q6

Q2

Q2

NQ2

館Q8

NQ2

NQ2

NQ2

NQ6

NQ2

NQ2

NQ2

NQ2

凶Q2

NQ10

Q

Q

Q

Q

Q

Qユ5

"Q59

NQ68

NQ5

"Q36

Q50

Q39

Q18

Qi6

Q24

Q52

Q48

麗Q57

NQ53

NQ7

NQ6

NQ38

NQ17

MQ6

NQ45

NQ23`

嚇Q20

NQ58

Q76

Q19

Q35

Q9

Q46

"Q34

NQ27

NQユ1

NQ32

NQ29

飴Q6

NQ6

爬Q6

NQ6

NQ6

NQ6

NQ6

NQ6

NQ16

NQ3

NQ18

NQ5

NQユ7

NQ24

NQ73

麗Q13

NQ3ユ

NQ4

21

i4

21

21

21

2i

21

21

21

21

21

21

21

21

63

21

21

63

21

21

工4

2ユ

42

6

21

21

21

3

21

21

2ユ

3

21

21

65

63

63

3

63

63

63

63

63

3

一66

-66

-66

-66

-65

-65

-65

-64

-64

-64

-64

-64

-63

-63

-6ユ

ー6ユ

ー60

-60

-60

-60

-59

-59

-58

-58

-58

-58

-56

-56

-56

-56

-55

。35

-54

-53

-53

-52

-50

-49

-49

-48

-47

-47

。46

-46

88

71

58

02

88

44

36

78

60

49

36

33

94

08

97

3ユ

S8

42

32

31

97

78

58

49

07

04

87

75

62

31

80

16

34

56

19

42

83

79

ig

O9

91

84

68

32

390

170

130

560

140

440

080

570

i80

ユ10

130

030

400

860

111

660

730

ユ60

0 ユ1

000

340

190

201

090

420

040

ユ71

ユ20

130

100

710

640

830

780

370

770

591

041

600

1ユ1

180

070

161

370
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OtemaeUniverSity

社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

表8

CO"TINGE閥CYTABLEWITHl「HEOPT工MALCOMB工 四ATIO"OFEXPLANATORYVARIABLES

X(1)3四Q1 X(2):NQ2 X(3》:NQ6

XX

23 RESPO吋SEVAR工ABLE

X(1)1 2

1

工

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

6

6

7

7

7

1

2

3

1

2

3

1

2

3

ユ

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

3

7

27

43

9

42

44

16

26

2ユ

3

17

7

4

3

14

7

16

3

0

13

0

0

17

5

6

49

2

7

ユ8

4

i

2

0

1

8

0

1

5

9

17

34

3

7

44

48

ユ5

91

46

23

44

25

4

19

7

5

11

14

8

21

12

17

49

TOTAL 327186513

X(1, 1 2

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

6

6

7

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

ユ

2

3

1

100.0

100.0

6i.4

89.6

60.0

46、2

95.7

69.6

59.1

84.0

75.0

89.～

100.0

80.0

27.3

100.0

87.3

76.2

25.0

0.O

O.0

38。6

10.4

40.0

53.8

4.3

30.4

40.9

16.0

25.0

10.5

0.0

20。0

72,7

0.0

125

23.8

75.0

100.0

100這0

100.0

ユOO。0

100.0

100.0

100。0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

ユ00.0

100.0

100.0

100.0

ユ00.0

100.O

iOO.0

2

3

7

7

0.0100。0100.0

30.669.4100.0

TOTAL 63.736.3100.0
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OtemaeUnlverSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

3・2服 装 ・髪型 ・流 行(NQ23)

項 目NQ23あ なたは服装 ・髪 型 ・流行 につ いて人 に意 見を述 べ た り,助 言 を

与え た りす る ことが 多 い と感 じます か。

1.よ くあ る2.時 々あ る3.あ ま りない

表9は 最適な変数を探索する過程で得 られた最適な変数の組合せをAICの 値の小さい

順に配列 しなお した ものである。NQ23は 社会心理的尺度では情報志向に関す る選択肢で

ある。表9に よればrNQ16×NQ70」 の組合せが最 も関連度が強い。NQ16を キーとす

表9

(説明変数) カテゴリー数AICII白 AICの 差

き

ま

含

乙

、1

養

ll

捻

琵

ll

1捻

朧

雛

雛

器、

雛l

lll

朧

lll

lll

むアむ

lll

lll

l;9

1;1

誰

誰

雛4

11ち
む　

ll1

9

6

9

8

6

8

9

8

9

9

6

9

9

6

9

9

9

9

9

9

朔↓

冷↓

ー
ム

㎝

鮒

鋤

麗

N

N

略省下以

一365

-362

-355

-355

-353

-353

-352

-351

-350

-350

-349

-349

-349

-349

-348

-347

-345

-344

-344

-343

るむ

壽

;1

醤

ll

ll

;l

ll

:l

ll
69

呈1、

讐言

ll言

ll£

ll

認

llε

;1ま

ll9

。;:

る組合せがNQ23に 対 して関連度が強いことがわかる。NQ16(歩 道につばをは く)は 社

会心理的尺度の性度に関する項 目である。NQ70(流 行についての記事,話 の関心度)が

入 っていることは着 目変数 の類似質問項 目であることか らも うなずける結果である。 アン

ケー ト調査では しば しば内容の似か よった質問項 目は近 くにまとめ られることが多 く,被

験者が隣接す る質問項 目に影響を受けるとい うことがあるが,本 調査ではかな り離れた設

問(表1参 照)同 士であるに もかかわ らず強い関連性を示 していることは興味深い といえ

る。表10に 最適組合せの分割表を しめ した。被験者中,半 数以上の者がNQ23の#3#を

選好 し,NQ23の カテゴ リー#1#とNQ70の#1#,NQ23の#3#とNQ70の#3#

の両極端に反応 した者が被験者中243人 を占め る。また,NQ16が カテ ゴリー#3#で,

NQ70が#2#の 組合せでは着 目変数NQ23の#3#の みに反応 している,な どのことが

読み とれ る。
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OtemaeUniverSity

社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

表10

CO"T工NGENCYTABLEWITHTHEOPTI凹ALCOMBINATIONOFEXPLANATORYVARIABLES

X⊂i):NQ23X(2):NQi6X(3):NQ70

発

三三
RESPONSEVARIABLE

X(1)123

1

2

3

1

2

3

工

2

3

1

1

1

2

2

2

3

3

3

LATOT

39

4

ユ6

13

1

7

0

0

2ユ

68

ユ5

ユ8

25

5

10

1

0

6

8115

ユ029

ユ044

341

410

017

5657

7272

101128

10ユ148264513

X(1)1 2 3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

ユ

ー

ユ

2

2

2

3

3

3

LATOT

33

13

36

3i

ユ0

41

0

0

工6

7

4

2

7

0

0

8

0

8

3

2

4

9

0

7

1

1

7

9

0

0

8

8

0

7

9

1

0

1

0

8

1

0

4

5

5

4

6

～
　
5

9

8

4

7

0

2

0

0

4

OユOOO

51000

71000

31000

01000

01000

21000

01000

91000

19。728.851.5100.O

3・3健 康 度(NQ57)

項 目NQ57あ なた は同年 輩 の人び とに くらべ て健 康 なほ うです か。

1.は い2.や や健康 なほ う3.い い え

当該 着 目変 数 は社会 心理 尺度 では敏 感性 につ い ての項 目で あ る。 表11に 最 適 組 合 せ の

AIC値 表 を,表12に そ の分割 表 を しめ した 。 同年 輩 の者 に比 べ て健康 と答 えた 者は 黙やや

健 康"を 含 め る と74.596に な るが残 りの25.5%の 者 が同年 輩 の者 よ り健康 で はな い と回答

して い る。 この着 目変数 項 目に対 してはrNQ70×NQ13」 が最適 な組合 せ とな って い る。

分 割表 か らは さ まざ まな傾 向が 読み とれ るが,NQ70が#3#でNQ13が#3#と 反 応 し

た者が73名 と最 も多 く,NQ70が#1#でNQ13が#3#と 反 応 した者 が71名 と続 い てい

る。 またNQ70,NQ13の いず れ も#1#と 回答 した者 も99名 とな って両極端 の選 択肢 を

回答 した者 の比 率が多 くな って い る状況 が読 み とれ る。
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OtemaeUnlverSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

表11

(説 明変数) カテゴリー数AIC値: AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11

12

13

14

15

工6

17

18

19

20

NQ7σ

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

阿Q70

NQ70

NQ70

NQ70

NQ70

NQユ3

肘Q70

国Q13

NQ60

NQ16

NQ42

NQ15

NQ18

NQ7

酎Q64

NQ12

NQ13

NQ14

NQ17

NQ26

親Q23

NQIO

酎Q6

四Q62

NQ61

NQ64

NQ8

閥Q64

9

9

9

9

9

9

9

6

9

18

9

9

9

9

9

9

9

9

6

9

一177 .73

一ユ73 ,44
-173 .28

-171 .23

-170 .09

-169 .36

-169 .OO
-168

.ユ1
-167

.67
-167 .47

-167 .29
-165

.53
-165 .34

-165 .30

-165 .18

-i64 .58
-164 .56

-164 .19

一ユ62 .25

-16ユ .82

・
鴛

・5
鷺

詣

娼
2。
B
鷺

盤

6・
°2
潔

姐

伍

4。
軌

乞

L

砿

飢

甑
砿

伍

凱

L
軌

飢

飢

o・
飢
伍

L

転

以下省略

表12

CO四 ゜rlNGE吋CYTABLEWITHTHEOPTIMALCO卜IBINATIO国OFεXPLANATORYVARIABLES

X(1):NQ37 X(2);吋Q70 X(3}3潤Q13

XX

23 RESPONSEVARIABLE

X(1)123

1

2

3

ユ

2

3

1

2

3

1

1

1

2

2

2

3

3

3

47

24

71

ユ3

5

67

14

ユ8

58

36

1

7

11

2

8

0

0

0

1699

429

785

428

07

176

1933

72S

73131

TOTAL 31765131513

X(1) 1 2 3

1

1

1

2

2

2

3

3

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

5

8

5

4

4

2

4

0

3

コ

の

コ

ロ

リ

コ

コ

ロ

コ

7

2

3

6

ユ

8

2

2

4

4

8

8

4

7

8

4

7

4

4

4

2

3

6

5

0

0

0

り

　

の

　

り

の

コ

ロ

　

6

3

8

9

8

0

0

0

0

3

3

2

1

2

8

2

3

0

3

6

0

7

コ

　

コ

ロ

　

の

　

　

ロ

6

3

8

4

0

1

7

8

5

1

1

1

5

2

5

ユ00.0

ユOO.0

100.0

工QO.0

ユ00.0

100.0

100.O

ユ00.0

100.0

TOTAL 6ユ.812.725。5100.O
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OtemaeUnlverSlty

社会心理的側面か ら見た現代女子学生の 日常生活における意識構造

3・4柄 と模様 の選 択(NQ74)

項 目NQ74あ なた の最 も好 きな柄 と模様 を次 の8グ ル ープの中か ら選 んで下

さい。 ・

1.ス トライ プ ・チ ェ ック5.絵 柄

2.ド ッ ト模 様6.民 族調

3.幾 何 学模 様7.ヨ ー ロ ッパ伝 統花 柄

14・ 花柄8・ 和服伝統灘

「最 も好 む柄 と模様 」を着 目変数 とした場合 のAICに よる最 適説 明変数 の組 合せ を表

13に,そ の分 割表 を表14に 示 した 。表14に よれば,最 も好 まれて い る柄 と模様 は#8#の

和 服伝 統模 様で あ り513名 中161名(31.4%)と 圧倒 的 に選好 され てい る。続 いて#1#の

86名(16.8%),#3#の66名(12.9%),#4#の64名 と続 く。#5#,#6#は それ ぞ れ9

名,13名 と少 ない。被 験者 が19～20才 とい うこ とを考 慮 して も,伝 統 的な和服 模様 が好 ま

れ てい る こ とがわ か る。着 目変数 に対す る説 明変数 の組 合せ で はrNQ77×NQ64」 が最

も関連 性 が強 く,rNQ77×NQ61」,rNQ77×NQ70」 が続 い てい る。 再 び分割 表で 細

か に見て い くと,好 きな柄 や模様 は 「和 服伝 統模様 」 でNQ77(着 て みた い と思 うふ り袖

を選 んだ理 由)が 「昔か らあ る柄 で和 服 向 き模様 な ので選 んだ」 お よび 「友達 が何 かか わ

った ものを持 って いて もあ ま り気 にな らない」 との項 目の組 合せ を選好 した者が132名 と

カテ ゴ リーの組 合せ では圧 倒 的に多 く,「 友達 が何 かかわ った ものを 持 ってい る」 と回答

表13

(説明変数) カテゴリー数AICf直 AICの 差

き

茸

ま

亘

、1

養

11

1:

ll

ll

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

卜lQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ7ア

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

NQ77

純Q64

鯉Q6ユ

NQ70

NQ64

竃銘

朧

1舘

$ll

謡

誰

lll

lll

繍

朧;

NQ19

NQ21

NQ22

NQユ

NQ69

NQ20

、1

捻

養

、套

捻

1;

養

盤

ll

捻

以下省略

lll

lll

lll

l;l

l盆

lll

lll

l;l

l掃

蓋1

;l

l;

ll

ll

ll

;;

聴

ll

ll

;1

,1

圭

量

乙

ε

毒

含

;

ま

室

1,

ll

ll

ll

誓

ll

ll

ll

ll

ll
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大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

した者 で上記 の 「和 服 ×昔か らあ る」の組 合せ を選択 した ものが僅 か4名 であ る こと と好

対 称 の結 果 であ る。 この説 明変 数 の カテ ゴ リーの組合せ が#42#の 者 が152名,#22#の 者

が77名,#12#の 者が63名 であ るが,#22#,#12#を 回答 した者は着 目変数 では柄 や模様

に カテ ゴ リー#1#,#2#,#3#を 選択 して和 服模様 を選択 した者 は僅 かで あ る。つ ま り

ふ り袖 を選 んだ理 由に 「全体 の色 の調和 」や 「洋服感 覚」 で選択 した者 に 「ス トライプ ・

チ ェック」や 「ドッ ト」,「幾 何学 」模様 が よ く選好 され てい る傾 向が読 み とれ る。

表14

CO卜iTI"GENCYTABLEWITHTHEOPTIHALCO凹BINATIONOFEXPしA四ATORYVARIABLES

X(1):NQ74X(2):NQ77X(3):NQ64

発

三三
RESPONSEVARIABLE

1

2

1

2

ユ

2

工

2

ー

ユ

2

2

3

3

4

4

LATOT

X(1)1234

,1、1、11

,1,1、1

、llllll

;ll1:1

865966649

X(111 4

三。孚

葬 ま

、1量

;、 £塁
73

678

1111器

lllll

l1111捻

111、31、ll

1355161513

1

2

i

2

ユ

2

1

2

1

1

2

2

3

3

4

4

LATOT

ll

ll

、;
1;

6

7

4

1

5

4

2

0

1

4

1
畠

0

1

2

5

ユ

9

2

0

16.811

、1

、l

ll

711

512 9ユ2

O

O

O

O

3

ユ

2

7

4

0

0

0

7

2

2

0

518

876

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

1

ー

ユ

ー

1

i

1

1

0

9

1

3

2

2

7

8

0

7

9

1

8

4

8

6

1
6

1

8

0

3

2

9

8

3

9

9

2

6

8

3

ユ

8

3

3

2

「
6

唖ζ

2

OOOO14013701

0

6

2

0

0

0

2

3

5

0

1

8

0

0

0

2

1

2

¶
■

4↓

3・5一 番 着 てみた いふ り袖(NQ76)

;1}項 目NQ76あ なたが一 番着 てみ たいふ り袖を 次の中 か ら選 ん で下 さい
。}

11.古 典柄 で朱 色系。4.小 花 柄で地 色 セ泊 色。

12.花 柄 で総 しぼ り桃 色系。5.小 花 柄で地 色は黄 緑 色系。l
l3

.小 花柄 で地 色礁 色。6.洋 服 騨 で地 齢 龍 系。[
Il

「一番着 て みた いふ り袖 」を着 目変数 とした場合 のAICに よる最 適説 明変 数 の組 合せ を

表15に,そ の分 割表 を表16に 示 した。 表15に よれ ば最適 説 明変数 の組 合せ は 「NQ74×N

Q66」 でrNQ74×NQ64」,rNQ74」 と続 く。分 割表 か らは 「最 も着 て見た い振 り袖 」

は#6#の217名,#1#の129名 で次 いで#2#の61名 であ る。#6#の217名 の うち133名

は 「和服伝 統模 様」 で 「同 じものを いつ まで も使 って いて も愛着 が でて取 り換 え ら れ な
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社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

表15

(説1明変数) カテゴリ 数 AIC仙 二 Alcグ)ΣII三

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ユ5

ユ6

17

18

19

20

NQ74

NQ74

NQ74

麗Q74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

肘Q74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ66

NQ64

瞠Q68

韓Q65

NQ70

NQ16

NQ59

NQ19

NQi8

NQ73

NQ67

NQ69

NQ工7

NQ61

NQ53

NQ4

NQ1～

NQ22

NQ21

16

16

8

16

i6

24

24

24

16

24

24

16

16

24

24

24

24

24

16

16

。261.77

-254 .55

-233 .0ユ

ー・215 .76

-206.57

-199.50

-199.24

-198 .04

-195 .83

-192 .62

-192 .07

-189 .87

-188.95

-188 .21

-187 .51

-185 .85

481.71
一工79 .93

-179 .49

-177 .08

O.0

7.22

2154

17.23

9.ig

7.07

0.26

ユ.20

2.21

3.21

0.55

2,21

0.91

0.74

0.70

1.66

4.14

1.79

0.44

2.41

以下省略

表16

CONTI闘GENCYTABLENITHTHEOPTIMALCO卜 哩BI憶ATIO閥OFEXPLANATORYVARIABLES

X(1):NQ76 X(2)ミNQ74 X(3):NQ66

X×

23 RESPONSEVARIABLE

X(1)123456

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

3

3

4

4

5

3

6

6

7

7

8

8

5

35

1

15

5

23

7

7

2

1

2

4

iO

2

8

2

8

9

2

11

1

9

2

7

1

ユ

1

i

2

1

4

ユ

3

iユ

1

20

0

8

4

0

0

0

0

0

1

0

1

ユ

O

O

O

1

1

1

6

5

0

0

0

Q

5

3

1

2

29

22

04

04

55

35

611

36

01

21

03

02

415

ユ11

25

ユ133

27

59

8

51

17

49

36

28

4

5

6

7

37

i8

21

140

TOTAL 12961502531217513

X(1⊃ 1 2 3 4 5 6

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

1

2

1

2

ユ

2

1

2

1

2

1

2

1

2

ユ

2

i85

59.3

12.5

29.4

29,4

46.9

ユ9.4

25.0

50.0

20.0

33、3

57。1

27.0

ユユ.1

38。1

1.4

29.6

15.3

25。0

21.6

5.9

18.4

5.6

25.0

25。0

20.0

16.7

14.3

5.4

3.6

19.O

O。7

1

6

5

2

0

3

1

0

0

0

0

0

7

0

8

7

■

O

●

■

●

●

■

O

,

■

●

(

噛

O

O

■

1

8

2

9

0

6

1

0

0

0

0

0

2

0

4

0

1
昌
4よ

ー
●
3

1

1
由

0

0

0

0

9

0

7

9

0

0

0

0

5

7

8

4

0

・

・

.

,

…

9

・

.

O

.

●

●

・

0

0

0

2

5

2

6

7

0

0

0

0

3

6

4

1

1
ゐ
1
6

1
の
貞↓

4

4

0

Q

4

1

7

7

0

0

0

0

8

6

5

7

●

0

●

0

.

O

…

9

.

●

・

・

,

9

7

3

0

0

9

6

6

0

0

0

0

0

0

5

9

0

う
」

-

「
■

ム
「

i

33.3

3。4

50.0

7.8

29.4

10.2

30.6

21.4

25.0

20.0

50。0

28.6

40。5

61。i

23.8

95.o

100.0

100.0

100.0

ユOO.0

100.0

100.0

100.0

ユ00.0

100.0

100.0

100.O

iOO.0

100.0

ユ00.0

100.0

100.O

TOTAし 25.111.99。74.96.0 42●3ioO.O

一291一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

い」の意見を持つ者である。これは説明変数の カテゴリーの組合せ#82#の ほとん ど(95

%)の 意向といって も過言ではない。その他 「古典柄 ×ス トライプチ ェック模様」,「古典

柄 ×幾何学模様」の組合せ と,「 同 じ物に愛着」を選択 した者がそれぞれ35名,23名 であ

るのが 目立つ。

3・6最 も好 きなふ り袖を選んだ理 由(NQ77)

項 目NQ77あ なたが最 も着てみたい と思 うふ り袖を選んだ理 由を1つ 選んで
1 下 さい

。

1.全 体の色の調和が好 ましいか ら選んだ。

2.柄 が洋服感覚で現代的だか ら選んだ。

3.豪 華だか ら選んだ。

i4・ 昔か らある柄で和服向き灘 なので選んだ・

本項 目も色彩嗜 好調 査 の項 目で前節(3・5)の 質 問 に対す る理 由を問 う設 問 とな って い

る。表17に 最 適 な組合 せ のAIC表,表18に そ の分 割表 を しめす 。表17か ら 「NQ74(好

きな柄 と模様)×NQ64(友 達 が何 かか わ った もの)」 の2説 明変数 の組 が最 適 な組合 せで

あ る こ とがわ か る。NQ74と の組合 せ でいず れ も強 い関連 性 を示 してい るが,も ともとN

Q74が 本 項 目の理 由を問 う設 問で あ る ことか ら順 当 な説 明変数 の選択 が な され てい る こ と

が 明 らか で あ る。NQ18(カ ンニ ソ グ)に 対す る説 明変数 やNQ66(同 じものをいつ も使

ってい るか),NQ65(レ ス トラ ソ におけ る 態 度)な ど心 理調 査 の好 奇心尺 度 に関す る項

目との関連 性 が強 い こ とを指摘 で きよ う。表18を 見 る と被 験者 の よ り明確 な態度 が 明 らか

に な る。 つ1ま り着 目変数 では カテ ゴ リー#4#が 最 も多 く選好 され,つ いで#1#,#3#,

#2#の 順 に な ってい る。 内訳 で見れ ばNQ77の#4#を 選択 した者 の多 くが(198人 中

132人),NQ74で は カテ ゴ リー#8#(伝 統 的な和 服模様)を,NQ64で は カテ ゴ リー

表17

(説明変数)カ テゴリー数AICI直AICの 差

;

茸

Σ

乙

,l

ll

餐

鴛

11

11

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ7ら

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

NQ74

トごQ74

NQ74

将Q74

麗Q74

NQ74

NQ74

配Q74

1養

朧

lll

鵠

lll
Q10

　むユ　

膿;1

誰

$11
Q6

紫

髪

菱

;1

髪
2含

ll

;1

髪

;1

lll
;;l
ll;
;ll
:;;;
:;;1
:;ll
:;ll
:;ll
:;ll

以 下 省 略
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表18

CONTINGE麗CYTABLE日ITHTHEOPTIHALCO凹BI"AT工ONOFEXPLA吋ATORYVARIA8LES

X〔1):NQ77X(2):NQ74X(3⊃:NQ64

竪

三三
RESPONSEVARIABしE

X(1)1234

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

LATOT

,1

、1

、1
11

言

妻
11

量

,1

,}

、1

含

3

き

皇

室

、1;器

ll,l

lllll

lll拷

ll;

1111
111111

11
、31、ll

11399103ユ985コ.3

X(1》 ユ234

1

2

1

2

ユ

2

ユ

2

ユ

2

ユ

2

工

2

ユ

2

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

曾」ATOT

ll

l;

、;

器
21

11

;1
21

22

ll;

謡;

1,1

畳l

ll

l41

111

11

019

1鈴

lll

l既

19

111

11

Σll

l41

320

;31
11;
121
111
111
811
111
111
ユ38

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ー

ユ

ー

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

8

5

0

8

2

6

6

3

0

0

7

9

3

0

3

6ユO o

#2#(友 達 が変 った ものを持 ってい て もあ ま り気 に な らない)を 選択 して い る。 他 方,

NQ77が カテ ゴ リー#4#以 外を 選択 し,NQ74の カテ ゴ リー#1#(ス トライ プ・チ ェッ

ク模 様),NQ64の カテ ゴ リー#2#を 選 好 した者 が63名 中60名 で,こ の組 合 せでNQ77

を#4#と 回答 した者 はわず か3名 に過 ぎない。 この こ とは被験 者群 に おいて 色彩嗜 好 に

おけ る選好 態度 の多様 性を示 す証 左 ともいえ よ う。

3・7要 約表について

CATDAPで は着 目変数 と説明変数間のAIC値 の大小を記号の濃淡で表現 し,質 問項

目間の関連の程度を5段 階に分 けて表示す る図が得 られる(図1)。 この図では濃い 色 の

箇所 に対応す る変数 同士ほ ど関連が強 く,白 地の箇所はAICの 立場か ら見て独立である
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円゚

楓四

〇電

X

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

RESPONSEVARIABLES

N牌NN閥NNN欝NNNNNN

QQQQQQQQQQQQQQQ

123335677777777

34567201234567

EXPLANATORY

VARIABLES

(卜8Q1)-X-XX"X図 一N-X開

(卜↓Q2)麗 口員X× 一駈●噸XH圃 圏X駈隅

(卜lQ3)●H鱈 図一輔X饒 一馴●「謄

(NQ4}X"XX捌 図巳◎●X網輔置図蟹勝

(NQ5)X蟹 齢X■樋■XX図X岡 凶XX

(NQ6)口Xじ 嶋一〇図虞X岡 一鍾図N邑

(NQ7)X■ 堕X日 剛■X-X凶X一 岡

(NQ8)璽 図●●飼饒●X●60X● 噸匿

(NQ9)-1贈 ×●噌×腫図XXN-・ 尉

(NQ10)静 ■●X● 猶國"鱒 開璽囲X圏

(NQ11)X● 置N紬鋪●"X實X図HX勝 ●

(NQ12)夢 ●纏鵬X●験開■XX蟹XX"一 験●

(NQ13}X口 璽圃U齢●囲髄贋順 口胴■

(NQ14}N竃 耀X引 麟●鱒X曽 ■鱒×●●

(NQ15♪ ●C曾腿図園6■ 訓 覆口蟹図9

(NQ16)口 冒圃■X璽8-X薗 霞国■

`NQ172馴6鰹 糟X響 御× 一口阿唖価

く　む　 ラ に　 ロロ　メロロ　 メコほ　　

1糊:難.XX.X綴 要

:麗:,1lx痴 灘 凶隻鷺
〔N23)-O■ 旧X顧髄×脛X騒竃口6

(NQ24)XX×NXb●N口 臨X鱈団岡置●

(翼Q25)國 邑踊X自0自匿●●圏畿岡"×固

(NQ26)"目 冒X■"厨鱒樋贋X●6樋瞬鯛

鱒剛X9圃9×X顧XXX一 鯛

賛XXX図)個鯛X"岡X'

X順X● 順

以 下 省 略

o'ε.

三1鶴灘
以下省略

図1要 約表

一〇100

-0 .050
-0 .010

0.o

ことを しめ している。図1で は既に着 目変数 とし

て取 り上げた ものを含めて15変 数についての質問

項 目間の 関連性を見ることがで きる。 た だ し,

AICの 値の区切 り方(各 符号の境界値の与え方)

は恣意的である。

4.AICに よる社 会心 理 的尺 度 ・色 彩嗜

好度(色 相 ・ トー・ソ分 類)分 割表 の

分析 と考 察

本セ クションでは9つ の社会心理的尺度 と色彩

嗜好度の分割表比較を行 った。着 目す る変数は色

彩嗜好度では色相(略 称COLOR以 下同様),ト

ーン(TONE)の2項 目であ り社会心理的尺度は

性度(MFDO),情 報志向性尺度(INFORM),

自己顕示欲尺度(SELF),ナ イーブ尺度(NAIV),

社交性尺度(SOCIETY),敏 感性尺度(SENSI-

TIV),好 奇心尺度(INNOVA),流 行意識尺度
*

(FASHION),洗 練1生尺 度(SOFIST)の9尺 度

であ る。以下 の小 セ クシ ョソでは これ らの尺度 を

着 目変数 として分 析 した結果 につ いて検討 す る。

表19に 社 会心 理 的尺度 の カテ ゴ リーを示 した。

表19社 会心理的尺度のカテゴリー

項 目 略 号

性度尺度

情報志向性尺度

自己顕示欲尺度

ナイーブ尺度

社交性尺度

敏感性尺度

好奇心尺度

流行意識尺度

洗練【生尺度

MFDO

INFORM

SELF

NAIV

SOCIETY

SENSITIV

INNOVA

FASHION

SOFIST

カ テ コ リ

h.女 性 的

1.強 い

1.強 い

1
1.強 い

1.強 い

1.強 い

1.強 い

1

11強 い
1.強 い

的性

い

い

い

い

い

い

い

い

弓

己
弓

己
々

野

己
知

弓

己
弓

己
匂

男

§

男

§

身

日
弓

弓

弓

葺

2

2

2

2

2

2

2

2

2

注)洗 練性尺度 につ いては原項 目の結果 のみを用い た。 カテ ゴ リー化に際す る得点 区分に

ついて は本研 究集 録所収 のrColorHarmonyに 関す る研究(第1報)一 社 会心理学的

アプ ローチー」 を参照 されたい。

*洗 練 性 尺 度(Sophisticati・nScale)の 略 号 をSOFISTと して 使 用 した
。
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社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

4・1COLORとTONE

表20に 分 割表 を示す 。被験 者 のCOLOR嗜 好 はバ ラ ツい てい る もの の カテ ゴ リー#2#

表20

⊂COLOR

1

(TONE)

iO9

207

317

4ユ

50

60

70

80

go

lOO

TOTALi816

)

2345678910

16

29

1310

0

10

0

14

0

0

0

182

6

8

8

0

0

1

2

0

0

0

5

1

1
占

4
・

1

0

3

0

0

1

2

0

0

0

7

5

5

2

0

AU

n◎

0

1
6
1
6
一5

ユ

ユ

0

3

一5

0

1

1

0

1

2 9

4

7

3

1

0

0

1

0

0

0

16

4

1

7

11i21314

OOOO133

0000ユ40

ユOOOOlO3

40006

00002

100022

00QO2i

O560056

00404

0002626

1556426513

(blue系)が 最 も多 く#8#(orange系),#12#(purple)が 続 いて い る。TONE別 で は#1#

(light),#2#(pale)お よび#3#(vivid)で これ らをあわ せ る と513人 中376人(73%)

で あ る。COLORの#12#に 対 して はTONEの#8#の みが選 好 されて い る。表21にAIC

表21

(説明変数) カ テ ゴ リー ≡数 AIC値 AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

工0

TONE

SOFIS了

FASION

INFORH

SELF

MFDO

SENSITIV

SOCIETY

NAIV

INNONA

1

う
」
6ζ

2

2

一575

1

3

7

9

9

11

12

15

15

92
37

91

11

00

58

82

18
57

97

0

577

2

3

1

0

2

0

3

0

0

30

54

20

89

58

24

36

39

40

表を示す。 これに よると着 目す る変数COLORに 対 してTONEの みが関連性があ り,各

社会心理 的尺度に対 してはAICの 立場か ら見て独立な変数 となっている。 ところが表22

に示す ようにTONEと 組合わ された2説 明変数ではMFDO,SOCIETY…NAIV

の9尺 度 とも有意な変数 として取 り上げ られていることがわかる。着 目変数を社会心理的

尺度 とした場合について社会心理 的尺度間の関連性について見てみ よう。

表22

(説明変数) カテゴ リー数 AIC値 AICの 差

三

呈

皇

孚

琴
ユo

TOE

TOE

TOE

TOE

下OE

TOE

TOE

TO望E

TOε

HFDO

MFDO

SFIST

SC正TY

INONA

SNS工TIV

FAS工ON

IFOR門

NAIV

SLF

SFIST

20

20

20

20

20

20

20

20

20

4

以下省略
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-74

-273

-70

-270

。70

-68

-65

-261

23

13

12

84

96

12

ユ0

33

75

95

85

0

5

0

2

0

0

1

2

3

285

0

02

28

88

84

02

77

59

80

79
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4・2性 度(MFDO)

表23にAICに よる最適組合せに よる計算結果を示す。MFDOに 対 して最 も関連性の

強い説 明変数はSELF(自 己顕示欲尺度)で,次 いでrSELF(自 己顕示欲尺度 ×INFORM

表23

(説明変数) カテゴリー数AICイ 直 AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

ユ7

18

ユ9

20

Sピ しF

SLF

SLF

IFORH

SLF

SLF

SELF

SOC工ETY

SELF

SEしF

NFORM

εLF

OFIST

ELF

ENSITIV

工NNONA

FASIO爬

阿AIV

SELF

1麗FOR岡

SOClETY

IN闘0麗A

SENSITIV

FAS工0吋

SOFIST

欝AIV

阿A工V

INFOR阿

mFORH

1四FORH

閥AIV

SE"SITIV

SOCIETY

以下省略

2

4

4

2

4

4

4

2

4

0

4

4

8

2

8

2

2

2

2

8

48:125

45噛:;01

32
:1 34

17

11

07

0

09

47

361

431

561

631

741

881

981

202

00

23

80

44

69

98

17

06

04

07

09

380

880

080

130

070

100

150

100

220

(情 報 志 向性尺 度)」 か らrSELF×SOFIST(洗 練1生尺度)」 までの組 が続 いて い る。しか し,

SELFと 「SELF×INFORM」 におけ るAIC値 の差 は0.23と 小 さ く,「MFDO×SELF」

とrMFDO×SELF×INFORM」 の分 割表 を比較 した 場合"同 程度"で あ る といえ る。 ま

た,SELFのAIC値 は 一3.48で あ り,SOCIETYのAIC値 は 一〇.11でAICの 差は3.37

とな るか ら 「MFDO×SELF」 と 「MFDO×SOCIETY」 の分 割 表で は 明 らか に 「MFDO

表24

CO"T1吋GE掬CYTABLEWITHTHEOPTIMALCOHBINATIONOFEXPしA麗ATORYVARIABLES

X(ユ)書MFDOX(2}:SELF

X

一
2

一

RESPO酎SEVARIABLE

X(i)12

1

2

TOTAL

1工4139253

ユ44116260

2582555ユ3

X(1)12

1

2

TOTAL

45.154.9100.0

55.444.6100.0

50。349。7工OO.0
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×SELF」 の分割表モデルの方が良いと判断され る。 また,FASHIONは18位 で単独では

MFDOに 対 して"関 連性な し"と 判定 されるが,「SELF×FASHION」 と組合 され ると

AIC値 が 一〇.17と な り僅かなが ら有意な値 となっている。 表24の カテゴリー表と最適組

合せ として選択 されたrMFDO×SELF」 の2次 元分割表(表25)か らは次の ことがわか

る。性度において 「男性的」,「女性的」を示す者はほぼ同数で 「男性的」を示す ものは 自

己顕示欲が強 く,「女性的」を示す ものは 自己顕示欲が弱い傾向がわか る。 また 自己顕示

欲尺度の2カ テゴ リーもほぼ同数である。

4・3情 報志向性尺度(INFORM)

表25にAICに よる最適組合せによる計算結果を,表26に 最適組合せに選択 された5次

元分割表を示す。INFORMに 対 して最 も関連性の強い説明変数はrFASION×NAIV×

表25

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ユ3

14

15

16

17

18

19

20

FAION

FAION

留AV

FAIOM

FA工ON

FAIO柑

NAIV

FAIO

FA工O

FA工O

FAIO

FA工O

FA工O

FA工O

FA工O

FAIO

FAIO

FAIO

FAIO

SELF

図F

SOCIETY

NAIV

会ll

lllETY

lll訂,

響ETY

螂

lll

螂
Al

SOCIETヤSOFIST

SOCIE丁Y

SOF工ST

SEしF

岡FDO

OCIETY

OFIST

OCIETY

ENSITIV

OC工ET∀

OC工ETY

SOFIST

工欄0闘A

IN閥ONA

SENS工TIV

SELF

SOFIST 1吋岡0閥A

以下省略

16

8

8

4

8

4

4

4

8

16

8

16

8

16

32

4

8

2

8

2

:14

:1
昌三

:1

:§

:1

:1

:1

:;

:1

97

78

34

71

0

5

4

8

7

7

74

79

56

43

20

12

90

86

6ユ

23

00

219

044

631

65

47

14

56

10

03

02i

930

220

130

230

008

220

040

250

380

SOCIETY×SOFIST」 であ る。FASHIONは 単一変数の組で最 も関連の強か った説明変

数(表 は省略)で,FASHIONを キーとした 組合せが強い 関連性を もっていることがわ

か る。 また情報志向尺度では複数の説 明変数の組合せで情報量が多 くなっていること,若

年層の被験者が情報志 向に対 してFASHIONとNAIVに 反応 してい ることは十分 うな

ずけることであ り,こ れ らの変数が選択 されていることは首肯できることである。表26の

分割表をみればさらに細かな反応が知見され よう。つ ま りINFORMに#2#と 反応 した

ものが全体 の60%を 占めていること,最 適説明変数 の組合せですべてカテゴ リー#2#に

反応 した ものが53名 で カテゴ リー組合せ中では最 も頻度が多い。
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表26

CONTINGENCYTABLEWITHTHEOPTI卜 ¶ALCOMBI"ATIONOFEXPLANATORYVARIABLES

X(1):SOF工STX(2};FASIONX(3):NA工VX(4⊃:SOCIETYX(5);INFORH

翌 翌

三三至三
RESPONSEVARIABLE

X(1)12

1

2

1

2

ユ

2

ユ

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

1

1

2

2

1

1

2

2

ユ

ユ

2

2

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

2

2

1

工

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

LATOT

7

14

11

22

21

4

18

21

12

23

12

31

14

ユ4

13

17

17

16

3

1i

3

8

18

13

14

2

1

2

1

2

13

40

24

30

14

33

24

12

36

34

26

43

22

60

33

39

26

57

254259513

X(1)12

1

2

1

2

ユ

2

i

2

1

2

1

2

1

2

1

2

ー

ユ

2

2

1

1

2

2

ユ

ー

2

2

ー

工

2

2

ユ

ユ

ー

1

2

2

2

2

ー

ユ

ー

ユ

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

LATOT

29

46

78

66

87

33

50

61

46

53

54

51

42

35

50

29

49

270

753

621

733

512

366

050

838

253

546

545

748

457

964

050

870

810

3io

410

310

510

7100

01000

2100

8100

5100

5100

3100

610

ユ100

0100

2100

550.5ユOO

4・4ナ イ ー ブ尺 度(NAIV)

素朴 さ,素 直 さ,お お らか さを示す ナ イ ーブ尺 度を着 目変 数 とした場 合 のAICに よる

最 適組合 せ を表27に そ の分割 表 を表28に 示す 。表27に よれ ば 「SELF×SOCIETY」,「SE

LF×SOCIETY×INFORM」,「SELF×SOCIETY×SOFIST」 な どが 関連性 の強 い組合

せ とな って い る。NAIVに 対 してSENSITIV,SOFIST,INNOVA,MFDOの 各尺 度

はAICの 立場か ら見て独立 な説 明変数 とな ってい る。色彩 嗜好 調査 におけ るCOLOR,

TONEな ど も独 立 な説 明変 数 であ る。 ここで も単独 ではNAIVに 対 して独立 と判定 され

たSOFISTが 「SELF×SOCIETY×SOFIST」 の組 合 せで は3位 に くい こん でい るo表

28の 最適 組合 せ の3次 元 分割 表で はNAIVに 対 して 「SELF×SOCIETY」 の カテ ゴ リー

が#22#の 者 が166名,#11#と 回答 した者 が137名 と続 いて い る。 ナ イ ーブ尺 度 に対 して
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表27

(説明変数) カテゴリー数AIC値 二 AICの 差

き

乏
ヨ

孚

琴

聲

雀

捻

聲
ユ　

ll
;1

ll

ヒl

ll

ll
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ll;
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1器l
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,糊 含
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1陛FOR凹

SOF工ST
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Sε"SITIV

HFDO

I鼎0闘A

以下省略

表28
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8
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8
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4

4

4
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2
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0
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2

2

2
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:,1

:1;

:罫

:1乙

:髭
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"1

む

皇
1
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;l

l;

ll

餐

ll

l`

ll

;§

7

5

2

7

0

6

0

1
一
1

0

0

1

0

1
幽

.86

.67

.93

.13

.03

.09

.86

.44

.09

。911

.18

4.19

0.86

0.36

0.01

工.57

0.04

CONTI阿GE岡CYTABLEWITHTHEOPTI凹ALCONBINATIONOFEXPI_A付ATORYVARIABLES

X(ユ)書"AIVX(2):SELFX(3):SOCIETY

巫

三三
RESPONSEVARIABLE

X(1)12

11

12

21

22

TOTAL

5780137

4175116

662894

8878166

25226i5i3

X(1)12

ー

ハζ

-
の
2

1
0
1
凸
2
■
2

LATOT

4↓

く
」
0

3

ム
.
3

7

5

4

ll
ll
50

0

6
V
O

O

O

O

O

▲U

∩
U
O

O

《U

-

「
ゐ
-
幽
41■

ム
可
7

8

0

91 O。0

「SELF×SOCIETY」 の カテ ゴ リーが#12#と 回答 した者 と#21#と 回答 した者 とが ナ イ

ーブ尺 度 では反転 して い るこ とがわ か る。つ ま り 「自己顕示 欲が強 く,他 人 らとのつ きあ

いや社 会的 向上 の弱 い」 グル ープ とナ イ ーブ尺 度 が弱 い者が75名(64.7%)に 対 し,ナ イ

ー ブ尺 度が 強 い グル ープは41名(35 .3%)で あ る。同様 に 「自己顕示欲 は 弱 く,社 交 性尺

度 の強 い」 グル ー プと 「ナ イ ーブ尺 度が 強 い」 の組合 せで は66名(70.2%)で あ るが 「ナ

イ ーブ尺 度が 弱い 」 とす る組 合せ では28名 と少 な く,上 述 した よ うに比 率 が逆転 してい る

結果 が読 み とれ る。
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4・5自 己顕示欲尺度(SELF)

表29にAICに よる最適組合せによる計算結果を,表30に 最適組合せに選択 された4次 元

分割表を示す。SELFに 対 して最 も関連性の強 い説明変数は 「NAIV×SOCIETY×INN

OVA」 である。 自己の優越性を強調 し,他 人の注 目を集め ようとす る自己顕示欲尺度 と素

朴 さ,素 直 さ,お お らかさを示すナイーブ尺度,社 交性尺度,好 奇心尺度に反応 している

ことは興味深い結果である。第2位 には 「NAIV×SOCIETY×FASHION」 の 組合せが

入っている。NAIV,SOCIETY,INNOVAな どの変数の組合せがSELFに 対 して関連

性が強 くな っていることがわかる。分割表か らは最適説明変数の組合せですべての カテゴ

(説明変数)

表29

カテゴ リー数AICイ 直 AICの 差

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

NAIV

糧A工V

搾A工V

NA工V

NAIV

NAIV

村AIV

NAIV

NAIV

NAIV

OCIETY

OCIE了Y

OC工EτY

OCIETY

OCIETY

OCIETY

I闇ONA

SOCIETY

SOCIETY

SOCIETY

工NONA

FAION

工NO村A

工NONA

I麗ONA

INFOR卜1

凹FDO

工阿FOR凹

工N閥ONA

INFOR岡

岡FDO

FASIO輔

SEHSITIV

以下省略

表30

8

8

16

16

ユ6

4

8

8

8

16

一42

-41

-39

-38

-38

-・38

-36

-36

-34

-32

61

70

04

63

58

25

77

50

31

35

CONTI撹GENCYTABLE吋 工TH↑HEOPTI岡ALCOMBINATIO阿OFEXPI _A断ATORYVARIABLES

X(1):SELFX(2):吋AIVX(3⊃:SOCIETYX(4);INNONA

00

091

266

4工0

040

330

149

270

182

961

峯駆

三三至
RESPONSEVARIABLE

X(ユ)12

1

2

1

2

1

2

1

2

i

1

2

2

1

1

2

2

1

i

1

1

2

2

2

2

LATOT

332659

244◎64

183048

235881

45853

352055

292655

465298

253260513

X〔1)12

1

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

1

1

2

2

1

1

1

1

2

2

2

2

LATOT

55

37

37

28

84

63

52

46

944

562

562

471

915

636

747

953

0

0

0

Q

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

5

6

1

4

3

ユ

49.350.7100.0
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リーが#2#と 反応 した者が98名 と最 も多 く,続 いて 説 明変数 の カテゴリー の組合せが

#122#の81名,#112#の64名 と続 く。 言葉で表現すれぽ 「自己顕示欲尺度が強い者 と 弱

い者の比率はそれぞれ49.3%,50.7%と 相中半 してお り,ナ イーブ尺度,社 交性尺度,好

奇心尺度のいずれ もの尺度が弱い と反応 した者が98名 である。 自己顕示欲尺度が強 いグル

ープでナイーブ尺度が弱 く,社 交性尺度,好 奇心尺度が強 いと反応 した者は53名 中45名 で

あ り,自 己顕示欲尺度が弱い と回答 した8名 ときわだ った対称を見せている。逆に 「自己

顕示欲尺度が弱い」 と 「ナイーブ尺度が強 く社交性尺度 も好奇心尺度 も弱い」 と反応 した

者は81名 中58名(71.6%)で あ り,「 自己顕示欲尺度が強い」 と当該組合せの23名(28。4

%)な どが分割表か ら読み とれる。

4・6社 交性 尺度(SOCIETY)

他 人 とのつ きあい の上 手 さ,社 会 的 向性を 示す社 交性 尺 度を着 目変数 とした場 合 のAIC

に よる最 適組 合せ を表31に,そ の分 割表 を表32に 示 す。 表32に よれば,SOCIETYに 対 し

て「SELF×NAIV×FASHION×INNOVA」,「SELF×NAIV×FASHION」,「SELF×

NAIV×FASHION×SOFIST」 の組合 せが 最適 な説 明変数 の組 と して選択 されて お り,

それ ぞれAIC値 は 一20.72,-20.68,-20.45で あ り,AICの 値 か らいずれ もSOCIETY

表31

(説明変数) カテゴリー数AIC値 玩薇
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OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

に対 して同程度の関連性を もっている。1変 数ではSELF(14位)の 一14.87が 最 も関連度

の強い変数 として選択されている。SELF,NAIVと い った各尺度の変数がキーとな って

関連性 の強 い組合せを形成 しているが,こ こで も1変 数では独立 と判定 されたSOFIST

やFASHIONが 他の尺度変数(た とえばSELF,NAIV,INNOVA)と 結びついて最適

組合せの上位にランクされていることは興味深い。5次 元分割表ではSOCIETYと 各説

明変数の カテゴ リー別の頻度が示 されている。

表32
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OtemaeUniverSity

社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

4・7敏 感性尺度(SENSITIV)

外界のさまざまな情報に対す る感受性の強弱を示す敏感性尺度を着 目変数 とした場合の

AICに よる最適組合せを表33に,そ の3次 元分割表を表34に 示す。最適な説明変数 の組合

表33

(説明変数) カテゴリー数AIC値 AICの 差
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せはrFASHION×NAIV」 と2変 数の組合せが選択 された。 さらにSOCIETYが 加わ っ

た3変 数が2番 目である。AIC値 の差か ら3説 明変数に よるrFASHION×NAIV×SOCI

ETY」 よ りrFASHION×NAIV」 における組合せの方が関連性が強い(良 いモデル)と

いえる。最適な組合せの3次 元分割表で最 も回答の多か った カテゴリーの組合せは 「流行

意識が弱 くかつナイーブ尺度が弱い」項 目と 「敏感性尺度の弱い」項 目で105名 もいる。

さらに,敏 感性尺度に対す る説明変数の組合せが#22#の 者が155名 で内訳は敏感性尺度

が強い者71名,弱 い者84名 である。全体では敏感性尺度が強い者212名(41.3%),弱 い者

301名(58.7%)で あ った。
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OtemaeUnlverSlty

4・8 好奇心尺度

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院

(INNOVA)

「研究集録」

表35

(説明変数) カテゴリー1数AIC値 AICの 差
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表36
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OtemaeUniverSity

社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

飽 ぎっぽさ,新 しいもの好 き,好 奇心の程度を示す尺度であ る好奇心尺度を着 目変数 と

した場合のAICに よる最適組合せを 表35に,そ の分割表を 表36に 示す。表35に よれぽ

INNOVAに 対 して 「FASHION×SELF×INFORM」 の組合せが最適な組合せ変数 とし

て選択されている。以下SOFISTま での25の 組合せがINNOVAに 対 してAICの 立場

か ら見て関連性ある組合せ として選択 されている。着 目変数である好奇心尺度が強い と判

定 された老は41.9%で,弱 いと判定 された者 よ り全体数では少ない。最適な説明変数の カ

テゴリーの組合せでも#222#が115名,#212#が84名 であ る。 また好奇心尺度に対す る説

明変数 のカテゴ リーの組合せが#111#の 者は64名 で,そ の うち44名(68.8%)が 「好奇心

が強い」に反応 している。 それ以外の説明変数のカテ ゴリー組合せでは#122#を 除いて

は 「好奇心が弱い」に反応 している。

4・9流 行意識尺度(FASHION)

流行についての具体的な意識を示す流行意識尺度を着 目変数 とした場合のAICに よる

最適組合せ表を表37に その分割表を表38に 示す。

AIC表 に よれば,最 適な説 明変数の組合せは 「INNOVA×SOFIST×INFORM」 であ

り,以 下SENSITIVま での28組 の組合せがFASHIONに 対 してAICの 立場か ら見て

関連性 ある組合せ として選択 された。

表37
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OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 「研究集録」

「流行意識が強い」ものが207名(40.4%)で 「弱い」 ものの306名 よ り少ない。 「流

行意識が強い」 と判定 された説明変数の カテゴ リーの組合せでは,#111#の みが52名 中

38名(73.1%)で あ り,そ れ以外の組合せではいずれ も 「流行意識が弱い」側 の比率が多

いo

表38
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4・10洗 練性 尺度(SOFIST)

知 的洗練 度 を表わ すSOFISTに 着 目したAICに よる最 適組合 せ はrFASHIONxN

NAIV×SOCIETY×INFORM」 とな って い る(表39)。 その分 割表 を表40に 示 した。 表
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OtemaeUniverSity

社会心理的側面から見た現代女子学生の日常生活における意識構造

表40
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40に よれ ば,「 洗練 性尺 度が 強 い」 もの と 「弱 い」 もの に属す る比 率は ほぼ 同数 で あ る。

「洗練性 尺度 が強 い 」に属す る者 の うち,最 適説 明変 数 の組合 せ 「FASHION×NAIV×

SOCIETY×INFORM」 の カテ ゴ リー組合 せ で#1121#,#1211#に 属す る者 は,そ れ ぞれ

78.6%,87。5%と 「洗練1生尺 度が 弱 い」 に属す る グル ー プよ りも比 率が 高 く,逆 に 「洗 練

性尺 度 が弱 い」 に属す る グル ー プで は#1111#,#2222#と,両 極端 の カテ ゴ リーに属す る

者 の比 率が70%を 超 え,「 洗 練性 尺度 が強 い」 グル ープに属す る者 よ りも 比率 が高 い 結 果

が得 られた 。
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結 語

従来,広 く行われて きた調査データ分析におけ るカイ2乗 検定法の欠点や未解決の問題

を是正す るために,新 しい統計量AICを 用いて本研究結果の検討を試みた。

その結果,本 文で見 られるよ うに従来の方法では解明できなか った,さ まざまな日常生

活におけ る意識構造の側面について,随 所で追求す ることができ,今 後の社会心理学的研

究に大 きな示唆が与えられた。
U1)

今後の課題 としては,種 々の統計手法を用いた比較研究,た とえば数量化手法や多次元

尺度構成法を試みつつ,コ ーホー トなデータ 蓄積をはか り,縦 断的なデータ解析によっ

て,さ らに探索的な意識構造の側面 を探究,把 握す ることなど,で ある。
(12)(13)(14)

なお,AICは 本論文 で利用 したCATDAPを は じめ,TIMSAC,SALS,SSHIお
α5)

よびANALYSTな どの ソフ トウェア ・パ ッケー ジあ る い は プ ログラ ム ・ライ ブ ラ リの

統 計量 と して広 範 に導入 され てい る。
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